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平成 29 年度 地域づくり部会 検討状況報告書 

 
平成 30 年２月 22 日 更新 

部会構成メンバー 

・障がい者支援センターあさひ 茨木   ・地域生活支援センターサンスマイル 疋田 

・障害支援係（長谷川、目黒、薤澤、伊野） 

○事障害者基幹相談支援センター（丸山、齋藤、松﨑、石黒）           ○事…事務局

 

※その他、地域の関係機関や相談体制部会、地域生活移行部会からも参加予定。 

会議開催経過 議題・検討内容 

【検討チーム】 

 平成 29 年４月 27 日 

・活動方針（案）、年間スケジュール（案）の決定 

・メンバー、役割分担（案）の確認 

【第１回部会】 

 平成 29 年 5 月 25 日 

・活動方針、年間スケジュールの決定 

・メンバー、役割分担の決定 

・長岡市における拠点整備（地域づくり）の方向性について 

【第２回部会】 

 平成 29 年６月 22 日 
・地域包括ケアシステムについて 

【第３回部会】 

平成 29 年７月 27 日 

・県障害者福祉計画等市町村担当者会議の内容確認、情報共有 

・障害者生活実態調査について 

・サービス供給実態調査について   など 

【第４回部会】 

平成 29 年８月 25 日 

・第５期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画について 

・社会資源の状況について 

【第５回部会】 

平成 29 年９月 28 日 

・第５期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画について 

・今後の取組について 

【第６回部会】 

平成 29 年 10 月 26 日 

・厚生労働省との情報交換会の報告について 

・地域生活拠点の取り組みについて 

【第７回部会】 

平成 29 年 11 月 28 日 

・地域生活拠点の取り組みについて 

・今後の取り組みについて 

【第８回部会】 

平成 29 年 12 月 26 日 

・来年度、部会として地域生活拠点等の整備について何を行うか 

・今後の取り組みについて 

【第９回部会】 

平成 30 年１月 25 日 
・今年度の振り返り・評価、来年度の方向性について 

【第１０回部会】 

平成 30 年２月 22 日 

・地域生活拠点等の５つの機能について優先順位を決める 

・来年度の活動方針について 
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【方針】 

・第５期障害福祉計画に向けた長岡市における地域生活支援拠点等のあり方について 

検討する。 

【具体的取組】 

・福祉課および基幹センターによる検討チームで、検討の進め方、メンバー、スケジュー

ル等を検討する。 

・地域の関係機関や相談体制部会等と連携して、長岡市が目指す拠点整備（地域づくり）

の方向性を決定し、そのために必要な取組みを検討していく。 

・地域の関係機関の役割・機能のあり方や見直しについても検討する。 

 （基幹センター、相談支援事業所、24 コールセンター、虐待防止センター など） 

 

※ 最終的には、第 5期障害福祉計画において、長岡市が目指す拠点整備（地域づくり）

のあり方や、その整備に必要な具体的な取組みを明確にする。  

  

進
捗
・
成
果 
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【第１回】 

・地域生活支援拠点等の概要、整備の方法、スケジュールを共有した。 

・各部会員の役割を確認した。 

【第２回】 

・地域包括ケアシステムについて、立ち上げの経緯などを含めて参考にするため、長寿は

つらつ課と高齢者基幹包括支援センターから説明を受け質疑及び意見交換を行った。 

【第３回】 

・拠点整備に必要な５つの機能について長岡市の現状を整理し、不足している部分の洗い

出しを実施。 

・出された現状について事務局でまとめ次回の部会でさらに深めることとした。 

【第４回】 

・第３回で検討を行った内容を基に長岡市の相談体制（障害児分野）及び 24ｈコールセン

ターの現状について確認。必要とされる機能・役割、今後の必要な取り組みについて検

討を行った。 

【第５回】 

・福祉課で作成した地域生活支援拠点の整備の計画案について検討を行った。 

・拠点整備に必要な５つの機能について検討を継続、相談支援体制再編の必要性について

長岡市全体で再度共通認識を持つ、計画を作って終わりではなく、背景等も常に意識し

ていく必要性を確認。 

【第６回】 

・前回の検討を受け修正した地域生活支援拠点の整備の計画案についての確認 

・地域生活支援拠点等の整備に関する実態調査ということで、厚生労働省の障害福祉専門

官等と行った情報交換会について報告 

・必要な５つの機能うち、「緊急時の受け入れ・対応」と「体験の機会・場の機能」の現

状、取り組み案を検討 

・今後のスケジュールの確認 
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【第７回】 

・必要な５つの機能うち、「専門的人材の確保・養成」と「地域の体制」の現状、取り組

み案を検討 

・今後の取り組みの確認 

【第８回】 

・必要な機能のうち「緊急時の受け入れ・対応」、「相談機能」、「人材の確保・養成」につ

いて来年度からどのような形で検討を進めて行くかの確認を行った。 

・今年度の部会の今後の取り組みについて確認 

・支援センター向けの地域づくりビジョンについて説明会の内容等の検討 

 

【第９回】 

・取り組み内容・結果を確認し、協議会の６つの機能について確認を行った。 

・前回、検討方法について他の部会やワーキング等で進めて行く方向が出たが、他につな

げるには、もう少し行う内容を具体的に詰める必要と優先順位の検討も次回行うことと

した。 

 

【第１０回】 

・残りの機能の「体験の機会・場」「地域の体制づくり」の検討行った。 

・来年度地域づくり部会で主に検討する機能の優先順位を、①緊急時の受け入れ・対応、

②人材の確保・育成、③体験の機会場として課題の裏付けを取り検討する。 

・相談、地域の体制づくりについては体制部会と連動して検討を行う。 

今
後
の
検
討
の
方
向
性 

・地域生活支援拠点等の整備に必要な５つの機能について優先順位を踏まえて、年次計画

に基づいて検討・取組を行う。 

・必要な機能の検討・検証を行う。（地域分析（地域診断））、地域のニーズ・課題の共有）

 

【引き継ぎ事項】検討や取り組みを行っていくメンバーの認識統一は必須。 
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